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株 主 の 皆 様 へ
2022年度（第70期）上半期
2022年4月1日〜2022年9月30日

CSRの取り組みは
こちらからアクセス
してください

八千代工業　CSR

コミュニケーションツールのご案内

「CSR報告書2022」を発行

当社は、これまで投資家をはじめとするあらゆるス
テークホルダーの皆様に支えられ、60年以上にわたりも
のづくりを続けてきました。「世の中のお役に立ちたい」

「世界中の人々を笑顔にしたい」という思いでものづくり
を追求しながら、当社は“持続可能な社会の実現”に取
り組んでいます。９月末に発行した「CSR報告書2022」
では、当社が昨年１年間この実現に向けて取り組んだ活
動を紹介しています。



32,253 33,777

7,089 △3,941

△3,457
1,832

前年度末
現金及び現金同等物

残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に係る
換算差額

当上半期末
現金及び現金同等物

残高

当上半期の連結業績について
当上半期の業績は、依然として半導体供給不足による受

注の減少はあるものの、アジアでの新型コロナウイルス感
染症による生産減に伴う受注の減少からの持ち直しや、為
替差益などにより、増収増益となりました。

これらの業績を踏まえ、中間配当は今年５月の決算発表
時に公表しました１株につき９円に対し増配の17円とし、
期末配当についても同様に９円の予定に対し17円、年間で
34円を予定しております。

当上半期の取り組みについて
当上半期は2020年４月にスタートした第14次中期「さ

らなる成長の基盤づくり」の最終年度であり、その仕上げ
に向けて推進してきました。

新たな販路の拡大では、タイで現地の二輪車メーカーか
ら塗装部品を受注したほか、米国で電着塗装部品を受注し
ました。また、日本国内においては、ダイハツ工業様から
新たな機種の樹脂製バンパーを受注しました。サンルーフ
では競合メーカーに対し競争力のある製品で受注量を拡大
しました。製品の開発では、フルドライカーボン製の
Honda S660用リアフードを開発し、今年10月17日に発
売を開始しました。そのほか、引き続き競争力のある樹脂
部品の開発を推進しています。

事業基盤の盤石化では、北米においてパノラマサンルー
フの需要が拡大したことから、現地での生産に向けて、構

成する樹脂部品の内製化、同一ラインで大きさ・タイプの
異なる製品が組み立てられるようにするなど、生産体質の
向上を図りました。

品質保証体質の強化では、生産工程の変化時や、新機種
の量産開始時に製品不具合の発生を抑えるよう、管理項目
の遵守、作業従事者の習熟などを徹底しました。

人と組織の活性化では、風土改革を実現するため、従業
員自らが考えたアイデアを具現化するアイデアコンテス
ト、経営層と従業員との相互理解の改善を図るなどの施策
を推進しました。また、育児休職制度の充実など、従業員
の働きやすさを考慮した制度を積極的に活用してもらえる
ような働きかけをしました。そして、海外の生産拠点では、
従業員の家族を招いた交流イベントを開催するなど、活性
化に向けた施策を展開しました。

社会貢献活動では、地域の福祉施設と連携し生活用品な
どを提供する取り組みを実施したほか、海外拠点において
は地域の学校へ学用品などを提供しました。

カーボンニュートラルへの対応では、2050年の達成に
向けたロードマップの作成を推進しました。

当上半期を経て、概ね当初の目標を達成できる状況で
す。当期末に向けて、各種推進項目を加速させ、当初の目
標を確実に達成できるよう邁進してまいります。

株主の皆様には今後とも長期的なご支援を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

連結財務諸表
当社は、国際会計基準（IFRS）に基づいて連結財務諸表を作成しています。
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親会社の所有者に帰属する
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7,639百万円
（前年同期比92.2%増）

営業利益
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5,144

2022年度

5,144百万円
（前年同期比30.9%増）

売上収益
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（前年同期比21.8%増）
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164,230
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2022年度

4,244百万円
（前年同期比159.2%増）

内 有形固定資産
51,774内 有形固定資産

49,568

内 有利子負債
15,942内 有利子負債

17,925

前年度末 当上半期末

資産合計 152,412

流動資産
90,900

流動負債
47,470

非流動資産
61,512

資本合計
84,860

非流動負債
20,081

資産合計 143,279

流動資産
84,486

流動負債
47,499

非流動資産
58,793

資本合計
76,399

非流動負債
19,381

（単位：百万円）

■上半期　■通期　（単位：百万円）

（単位：百万円）連結キャッシュ･フロー計算書

連結財政状態計算書

連結損益計算書

ご挨拶
株主の皆様には、日頃より当社グループ事業へのご理解とともに厚いご支援を

賜り、誠にありがとうございます。
私は本年６月に代表取締役に就任しました。当社が将来にわたってモビリティ領域の

キーカンパニーとして、お客様や社会に貢献し、輝き続けられるようチャレンジして
まいります。どうぞよろしくお願いいたします。

当上半期の連結業績および取り組みについて

代表取締役社長　可知 浩幸
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⃝依然として半導体供給不足による受注の減少はある
ものの、為替換算上の影響などにより増収
⃝原価改善効果などにより増益

⃝新型コロナウイルス感染症による生産減に伴う受注
の減少からの持ち直しや、為替換算上の影響などによ
り増収
⃝受注の増加などにより増益

⃝依然として半導体供給不足による受注の減少はあるも
のの、機種構成差や為替換算上の影響などにより増収
⃝為替差益などにより利益改善

⃝�為替差益などにより増益

■ 燃料タンク 22,775百万円
（前年同期比 3,138百万円 増）

■ サンルーフ 27,596百万円
（前年同期比 6,722百万円 増） ■ 二輪部品 33,721百万円

（前年同期比 5,919百万円 増）

■ その他※ 6,743百万円
（前年同期比 495百万円 増）

売上収益
90,834
百万円

※その他の内訳…補修パーツ、板金部品、樹脂・塗装など

中国

アジア

米州

日本

28,364百万円
（前年同期比 5,744百万円 増）

32,931百万円
（前年同期比 7,070百万円 増）

17,575百万円
（前年同期比 3,477百万円 増）

11,964百万円
（前年同期比 17百万円 減）

4,967百万円
（前年同期比 1,263百万円 増）

1,653百万円
（前年同期比 882百万円 増）

△174百万円
（前年同期比 1,225百万円 増）

1,089百万円
（前年同期比 297百万円 増）

2社

7社

7社

2社

売上収益

売上収益

売上収益

売上収益

税引前四半期利益

税引前四半期利益

税引前四半期利益

税引前四半期利益

連結子会社

連結子会社

連結子会社

連結子会社

地域別セグメントの業績（上半期）

（ご参考）製品別の売上収益

トピックス

グローバルで取り組む販路拡大活動が実を結んでいます。
塗装部品では、以前より取引のあるタイの二輪メーカー、

GPX様からこれまで受注していた部品に加えて、17部品を
新たに受注しました。また、米国の拠点では、当社の塗装技
術が顧客から高く評価され、電着塗装部品を受注しました。
これにより電着塗装工程における生産量は、前期比で約30
％増加しました。そして、樹脂部品では、現在も鈴鹿工場で
取引のあるダイハツ工業様から３機種目となるバンパーを受
注しました。

燃料タンクでは、マルチ・スズキ様向けで２機種目とな
る樹脂製燃料タンクの生産を開始しました。この燃料タンク
はインドで今年８月に発売された「アルト」に搭載されてい
ます。

サンルーフでは、より競争力の高い製品を展開し、メキシ
コにおけるHonda様向け製品の受注を拡大しました。また、
サンルーフを構成する部品の１つであるサンシェードでは、
インドの完成車メーカーから新たに受注を獲得しました。

北米市場向けにパノラマサンルーフを開発し、米国での生
産を開始しました。

従来のスモールサイズSUVやセダン向けのパノラマサン
ルーフに対し、より大型のミドルサイズSUV（Honda PILOT）
に合わせサイズの拡大を図っています。

これまで、パノラマサンルーフは中国で生産し米国へ供給
していましたが、北米での需要拡大に伴い、現地生産へ変更
しました。

スタンダードサンルーフを生産していたラインに、２つの異
なるタイプのサンルーフの生産ができるように改修を行うと
ともに、工程の一部を自動化するなど効率を向上させました。

同時に、燃料タンクの内蔵機能部品を生産している樹脂成
型機を活用し、パノラマサンルーフを構成する樹脂製部品も
内製化することで、設備稼働率を上げ生産体質の向上を図り
ました。

タイで受注拡大した
二輪向け塗装部品

米国で新たに受注した
電着塗装部品（ペダル）

インドのマルチ・スズキ様のアルトに搭載する
樹脂製燃料タンク

Ⅰ グローバルで取り組む販路拡大

米国におけるサンルーフの生産ラインナップを拡充、同時に生産効率化を推進Ⅱ

生産ラインの効率化
従来

生産
現在

出荷 生産 出荷

※米国生産なし

スタンダード
サンルーフ

パノラマ
サンルーフ

Honda PILOT向けパノラマ
サンルーフ

生産をする米国の拠点 ヤチヨ 
マニュファクチュアリング オブ 
アメリカ エル エル シー
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製品紹介

樹脂部品

補修パーツ

運転補助装置

Honda・テックマチックシステム
Honda・フランツシステム

ドライビングシミュレーター

フレーム

スイングアーム

マフラー

サンルーフ

燃料タンク

製品特集

代表取締役社長 可知　浩幸 常 務 執 行 役 員 木原　浩之

常 務 取 締 役 三島　清憲 常 務 執 行 役 員 堀田　貢市

取 締 役 志賀　幸光 常 務 執 行 役 員 和田　尚宏

取 締 役 藤井　康裕※1 常 務 執 行 役 員 太田　貞幸

取 締 役 飯田　藤雄※1 常 務 執 行 役 員 橋本　行弘

常 勤 監 査 役 根岸　昭雄 常 務 執 行 役 員 濵田　健二

監 査 役 富永　和也※2

監 査 役 松本　卓也※2

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）※

本田技研工業株式会社 12,103 50.4

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK FUND (PRINCIPAL ALL
SECTOR SUBPORTFOLIO)

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行）
890 3.7

大竹 好子 769 3.2

株式会社三井住友銀行 457 1.9

埼玉車体株式会社 438 1.8

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 350 1.5

大竹 譲司 341 1.4

大竹 隆之 333 1.4

大竹 守 326 1.4

大竹 修 306 1.3
※持株比率は、自己株式を控除して計算しています。

2018年度 2020年度

8 期末：無配 中間：無配

2022年度2019年度

8

16

17
(予定)

34
(予定)

8

888

2021年度

12

18

6

17

※1 藤井 康裕氏および飯田 藤雄氏は、「会社法」第2条第15号に定める社外取締役です。
※2 富永 和也氏および松本 卓也氏は、「会社法」第2条第16号に定める社外監査役です。

ロールサンシェード

会社概要／株式の状況 （2022年9月30日現在）

四輪 二輪
社 名 八千代工業株式会社

英 文 社 名 Yachiyo Industry Co., Ltd.

設 立 1953年8月27日

資 本 金 3,685,600,000円

従 業 員 数 単独 790名　連結 6,379名

本 社 〒350-1335  埼玉県狭山市柏原393番地
電話 04-2955-1211(代表)

会社概要 株式の状況

所有者別株式分布状況

その他の国内法人
54.3％

証券会社 1.5％
自己名義 0.1％

個人・その他
30.1％

外国人 8.0％
金融機関 6.0％

大株主の状況

発行可能株式総数 70,000,000株

発行済株式の総数 24,042,700株

株 主 総 数 3,411名

役員

配当金の推移

メタルキャタライザー

商品紹介・
販売サイト

Yachiyo Custom Parts
for Honda S660

Honda S660用 フルドライカーボン製のリアフードを2022年10月17日に発売

10月に行われたHonda BEAT & S660の
オーナーズイベントで注目を集めました。

継ぎ目のない仕上がり カーボンの美しさが際立つ外観 大幅な軽量化を実現

職人が型に合わせて一つひとつ丁寧に積
層することにより継ぎ目のない美しい仕
上がりを実現しました。

創業時から培ってきた塗装技術により
カーボンの美しさを最大限に引き出し、
高級感漂う外観に仕上げました。

製品を構成する外板部と骨格部をカーボ
ンで成形することにより、純正品と比べ
約53%の軽量化を実現しました。

■中間　■期末　（単位：円）
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